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【背景】近年、日本では青少年の間での

生きがい感の喪失、うつ傾向の増大が指

摘されている。そのような中、Antonovsky

が提唱した首尾一貫感覚（Sense of

coherence：SOC）が注目を集めている。

SOC とは、自分の生きている世界は首尾一

貫している、筋道が通っている、訳がわ

かる、腑に落ちるという感覚である。こ

の SOC が高い場合、人はストレスフルな

状況に置かれても、生きる意味を失わず

に柔軟に対処し、心理的な不調に陥らな

いと考えられている。

【目的】先行研究では、SOC がうつ傾向と

負の相関関係にあることが報告されてい

るが、生きがい感およびうつ傾向との関

連についてはこれまで報告されていない。

そこで、本研究では、青少年の SOC、生き

がい感、およびうつ傾向の相互の関係性

を調べた。

【方法】調査対象者は大学生 526 名（男

子 225 名、女子 301 名）で、平均年齢は

19.7±1.3 歳であった。調査対象者には、

SOC の程度の測定（13 項目、7 件法）、生

きがい感の程度を測定するPILテスト（パ

ートＡ）、 そして SDS の 3 つのテストを

実施した。加えて、SOC の程度（SOC 合計

点）とその 3つの下位概念 （有意味感合

計点、把握可能感合計点、処理可能感合

計点）、生きがい感の程度（PIL 合計点）、

うつ傾向の程度（SDS 合計点）の 6 つの変

数を設定し、その関係を調べた。

【結果】PIL 合計点と有意味感合計点およ

び SOC 合計点との間にそれぞれ正の相関

がみられた（ r=0.73, 0.62, ともに

p<0.001）。一方、PIL 合計点と、SOC 合計

点および 3 つの下位概念、それに SDS 合

計点との間には、それぞれ負の相関

（r=-0.70, -0.68, -0.57, -0.48, -0.50,

全て p<0.001）がみられた。また SDS 合計

点を目的変数とし、PIL 合計点および SOC

の 3 つの下位概念を説明変数とした重回

帰分析の結果、それぞれ PIL 合計点、有

意味感、処理可能感、把握可能感（β=-.71,

-.47, -.29, -.24, 全て p<0.01）の順で

うつ傾向に有意に影響を与えていたこと

が明らかであった。

【考察】以上の結果より、高い SOC をも

つ者は生きがい感の程度が高く、抑うつ

の程度が低い可能性が示唆された。この

結果は、SOC が高い者は抑うつ傾向が低い

というこれまでの報告を支持するもので

ある。また、SOC の有意味感と PIL 合計点

の間には強い正の相関がみられたことか

ら、この 2 つの変数は密接に関連してい

る可能性がある。

【結論】SOC の中でも特に有意味感を高め

ることは、生きがい感を高めることにつ

ながり、その結果、うつ傾向を改善して

いる可能性が示唆された。

SOC に詳しい方の参加をお願いします。
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